
園田高弘文庫

関 根 和 江

１.はじめに

戦後の日本音楽界を、ピアニストとしてまた教育者として牽引し続けた園田高弘

（1928-2004）、その旧蔵資料は、現在、東京藝術大学音楽研究センター内、音楽文庫室にそ

の居所を定め、公開に至る日を静かに待っている。

資料は、園田の住居があった東京とドイツに分散されていたが、寄贈開始時の2008年10月 、

まず、楽譜925冊、洋書273冊、LPレコード420枚、計1,618点がドイツから搬送された。

その後2010年２月から数回に分けて、日本にあった資料のうち、和書364冊、洋書５冊、雑

誌６冊、楽譜2,370冊、計2,745点が寄贈された。

さらに、2013年６月、洋書57冊のほか、楽譜（手稿譜、印刷譜）、文書類（コンクールの募

集要項等）、書簡、音源（商品化されていないものも含む）、草稿（演奏批評等）、プログラム

類、写真、スクラップ等が、相当数追贈され 、現在、所蔵総数は、未確認ながら優に五千は

超えると思われる。

寄贈開始直後の2009年４月から、資料整理が開始された。所蔵資料を一覧すべく、データ

ベースを設計し、和書、洋書、楽譜のデータ入力作業を行った。データ入力については、３

年間、外部資金の補助を受けることができた 。

和書については、入力、確認作業が終了し、すでに所蔵資料の紹介も済み 、さらに、一部

は公開が始まっている 。

本論文では、センター所蔵の園田高弘文庫 のうち、これまでに内容確認の済んだ洋書335点

について、ピアニスト園田高弘の活動との関連を探りながら、特に音楽書の蔵書構成が明ら

かにされる。

２.園田高弘文庫の概要

まず、種別所蔵件数を記す。
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和書は、音楽書353、一般書11の計364点であるが、内容については、拙論（文末注４）を

ご参照いただきたい。

雑誌は和雑誌３、洋雑誌２の計５タイトルが確認されている。2010年受け入れの時点で６

件とカウントしたが、その後の調査で、１件が雑誌ではないことが判明したため、１減となっ

ている。

楽譜3,298点は現在一応のデータ入力が済んだ段階で、今後の確認作業が急がれる。

録音資料 は大半がLPである。2009年の時点で420枚受け入れの記録があるが、センターで

は、セット物を１とカウントするため、所蔵件数が減じている。

その他はプログラム１点である。

ただし、上で述べたように、雑誌、楽譜、その他の件数は、追贈資料の整理が進むことで、

大幅に変更される見込みである。

洋書335点の内訳は、音楽書327点、文学５点、一般書３点である。

園田は、膨大な美術書、文学、一般書のコレクションを所蔵していたが、寄贈対象となる

資料は主として音楽関係に絞られたため、寄贈時、これらは旧宅に残され、その後、ご遺族

転居の際、処分されたものも多いと聞く。今後の園田研究を視野に入れて、少なくとも内容

確認だけでもすべきであったと悔やまれる。

３.調査項目

洋書の調査項目は、以下のとおりである。

著者名、書名、編集者、出版地、出版社、出版年、シリーズ名・巻次、ページ数、

大きさ、国際標準図書番号ISBN、典拠資料、注記（書込・傷み具合）、備考、種別

（音楽書、文学、一般書）、分類

すべての洋書に、音楽研究センターの分類にならい、請求記号を付した。

４.洋書の内容

洋書の分類と点数を次頁に記す。点数の多い順に並べた。分類中で、さらに下位分類した

ものについては、それも記してある。

洋書の詳細は、文末の「園田高弘文庫洋書一覧」 をご参照いただきたい。
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和書 洋書 和雑誌 洋雑誌 楽譜 録音 その他 計

点数 364 335 3 2 3298 328 1 4331

（2013.9.4現在）
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以下、各ジャンルの蔵書から浮かび上がる、ピアニスト園田を追う 。

4.1 作曲家研究

所蔵点数が最も多いのは作曲家研究224点で、ロマン派の作曲家94点が群を抜いている。ほ

かは、20世紀の作曲家に関する著書が58点、古典派が54点、バロックが18点である。

園田は、1948年東京音楽学校卒業後、ソリストとしての活動を開始するが、同年５月音楽

界デビューで演奏したのは、日本交響楽団定期演奏会におけるショパンであった 。その後

ショパンによるリサイタルを３回連続して行っている。50年には、ガーシュウィン 、ハチャ

トゥリアン 等の日本初演を意欲的に行うなど、ロマン派、現代音楽に対する関心は、すでに

演奏活動初期から高かったと言える。

この関心は、生涯を通じて変わることはなく、死の一月ほど前、園田のラストステージと

なった、関西フィル定期演奏会で演奏されたのは、ラフマニノフのピアノ協奏曲第２番 で

あった。

園田の作曲家に対する嗜好はその所蔵図書からも窺える。園田が生涯を通して敬愛した

ベートーヴェンは40点 所蔵している。リスト19点、バッハ14点、ブラームス12点、モーツァ

ルト、シューマンと続く。

園田高弘文庫
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作曲家ごとの所蔵点数は、以下のとおりである。

Beethoven 40;Liszt 19;J.S.Bach 14;Brahms12;Mozart 11;R.Schumann 11;

Schubert 10;Wagner10;Chopin 9;Bruckner7;Schonberg 7;Stravinsky7;

C.Schumann 6;Busoni4;Kodaly4;Mahler4;Mendelssohn 4;R.Strauss4;

Bartok 3;Handel3;Webern 3;E.d’Albert 2;Debussy2;Haydn 2;Henze2;

Honegger2;Prokofiew2;Ravel2;Roussel2;Stockhausen 2;Weber2;

Berg 1;Couperin 1;Falla 1;Field 1;Hindemith 1;Janacek 1;Martin 1;

Milhaud 1;Penderecki1;Reger1;Shostakovich 1

4.2 ピアノ

専門領域であるピアノ関連図書 は38点で、内訳は、コンクール 21点、演奏８点、歴史７

点、事典１点、指導１点である。

ピアニスト園田の音楽に向き合う姿勢を端的に表現している文章がある。

僕は、古今東西の膨大な数のピアノの録音を聴く習慣を、今でも持ち続けている。

ピアニストとして、「ピアノに関して知らないことがあるのは恥」だ 。

楽譜であれ文献であれ、手に入るものにことごとく目を通す姿勢は、中学時代に恩師から

たたきこまれたものだという 。

4.3 音楽史・音楽家

音楽史では、14点所蔵中、20世紀の音楽史が５点あり、また上に述べた作曲家研究を別に

すれば、音楽家の伝記等も20世紀に限定されている。

ピアニスト：Eduard Erdmann ,Edwin Fischer ,Walter Gieseking ,

Heinrich Neuhaus ,Artur Rubinstein ,Hubert Stuppner

ヴァイオリニスト：Arnold Steinhardt ,Joseph Szigeti

チェリスト：Pablo Casals ,Gregor Piatigorsky

指揮者：Ernest Ansermet ,Leonard Bernstein ,Wilhelm Furtwangler ,

Herbert von Karajan ,Yehudi Menuhin ,Hermann Scherchen ,

Bruno Walter

とりわけ３人の巨匠、フルトヴェングラー 、カラヤン 、チェリビダッケ は、園田に計
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り知れない影響を与えた指揮者である。

園田は、52年パリに渡り、マルグリット・ロンに師事する。そこで、フルトヴェングラー

（1886-1954）の演奏を聴いた。フルトヴェングラーは、音楽監督であったベルリン・フィル

ハーモニー管弦楽団を率いて、毎年２回のパリ公演を続けていたが、54年に亡くなる前の52、

53年の公演を園田はすべて聴いている。とりわけ、オール・ベートーヴェンの演奏会を体験

した時の園田の驚愕ぶりは、ことあるごとに彼の著書で引き合いに出されている。園田は言

う。

地の底から沸き上がる音楽、ドイツ語でいうUrmusik（ウアムジーク根源的な音楽）

の意味を、フルトヴェングラーほど具体的に示した音楽家はあとにも先にも存在し

ないと思う 。

なお、園田は、35年後の1987年、フルトヴェングラーのピアノ協奏曲を日本で初演 するこ

とになる。

カラヤン（1908-1989）は、54年にNHK交響楽団の客員指揮者として初来日した折り、ベー

トーヴェンのピアノ協奏曲 を共演した園田の才能に注目し、ベルリン行きを熱心に勧めた。

57年、園田再渡欧の際、推薦状を寄せたのはカラヤンその人である。

チェリビダッケ（1912-1996）との共演は、61年のミラノ・スカラ座 であった。園田は、

共演以前の57年、ベルリン到着後まもなく、チェリビタッケの振るベルリン放送交響楽団の

演奏会で、ベートーヴェンの交響曲第７番を聴いて感激している。60年、NHK交響楽団の初

めてのヨーロッパ演奏旅行の折り、園田は岩城宏之の指揮で、ベートーヴェンの協奏曲第４

番を演奏したのだが、それを客席で聴いていた一人にチェリビダッケがいた。そして、翌年

の共演が実現するのである。園田は、「音楽は時間の進行とともに音を「立ち上げる」点で、

現象学の領域に属する。着地点を見定めず、起承転結を欠いては意味をなさない」という自

分の演奏哲学を開眼させたのは、チェリビダッケだったと述べている 。「フッサールの現象

学や禅の影響を受け…「楽曲の起点にはすでに終点が内包されている」という独自の音楽観

を構築しつつあった」チェリビダッケの音楽観は、園田にとって新鮮で、大いに共感できる

ものであった。

園田の現代音楽観を記そう。

園田は、「僕の青春」 と語る実験工房の同人との深交によって、現代音楽、前衛芸術にご

く自然に導かれることになった。「同時代の芸術への違和感はまったくない。実際、現代の作

品をよく聴いているし、知っていなければいけないという気持ちも強い」と語り次ぐ。

実験工房は、51年から57年にかけて、詩人瀧口修造のもとに若い芸術家たちが分野を超え
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て集まった集団である。音楽部門では、戦後日本の新音楽、特に日本人作曲家のピアノ曲を

積極的に演奏した。

52年、実験工房第２回発表会「現代音楽演奏会」で、園田は、バルトークのピアノソナタ、

バーンスタインの ４つの記念>、メシアンの＜ピアノのための前奏曲集＞＜世の終わりのた

めの四重奏曲＞ の日本初演を敢行した。

実験工房のメンバーは、一様にメシアンの影響を強く受けているが、園田も例外ではな

く 、蔵書には、メシアンの訳本 もある。メシアンについては、その「音楽語法に関する文

献を読みあさり、作曲家並みに勉強した」 との証言があるが、蔵書（洋書）には該当書が見

当たらなかった。

4.4 その他

その他としては、音楽では、音楽事典12点、音楽総論７点、オペラ６点、音楽理論４点、

コンクール２点 、オルガン、音楽学校、音楽祭、楽曲解説、管弦楽団、譜例集が各１点、文

学５点、一般書３点である。

５.おわりに

園田の演奏活動は、日本とヨーロッパを往き来しながら、一時も留まることはなかった。

大プロジェクトとしては、68年、ベートーヴェン生誕200年記念全ソナタ連続演奏会 、77年、

ベートーヴェン没後150年記念演奏会 、85年、バッハ生誕300年記念演奏会 、2000年、バッ

ハ没後250年記念リサイタル 等々が挙げられる。

常に自分の時代に関心を持ちながら、「現代」を生きた彼の演奏は、知的で、分析的なバッ

クボーンに支えられつつ、強い表現力に昇華し、聴く者を感動の渦に巻き込んでいった。

園田のレパートリーは、所蔵していた楽譜群、プログラム類の詳細な調査研究により、い

ずれ明らかにされるだろう。追贈された資料の中には、園田自身が演奏したプログラムに加

え、園田がヨーロッパをはじめ各地で聴いた演奏会のそれも多数含まれており、今後、資料

整理の進行に伴い内容が明らかになれば、園田の演奏記録構築に役立つばかりでなく、その

音楽嗜好を知る恰好の参照材料になる。

東京藝術大学音楽研究センター内、音楽文庫室所蔵の園田高弘文庫のうち、和書、洋書に

ついては目録作成作業を終え、公開に向けた整備が進んでいる。録音資料については既に公

開され、研究、学習に活用されている。楽譜については、目録作成作業が進行中である。今

後の公開に向け、追贈された楽譜、プログラム類、音源、文書類のデータベース作成が急務

となっている。
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注

１ 2008年11月、寄贈と前後して、寄贈資料の詳細なリストが、園田の姪にあたる音楽学者園田みど

り氏より提供され、所蔵資料の概要を前もって把握することができた。ここに記して、ご尽力に

敬意を表す。

２ 段ボールで11箱あり、現在内容確認を行っている。私信、日記は寄贈されていない。

３ 平成21～23年度科学研究費補助金（挑戦的萌芽研究）、研究代表者：山下薫子、課題番号：

21652015。

４ 関根和江「園田高弘文庫和書一覧」、『園田高弘研究』、東京藝術大学音楽学部、2012年、12～30

頁。［上記科学研究費研究成果報告書］

５ 本学附属図書館蔵書検索OPACを通じて、順次公開されている。

６ 関根和江「園田高弘文庫」、『園田高弘研究』、東京藝術大学音楽学部、2012年、１～11頁、［上記

科学研究費研究成果報告書］において、和書364点、洋書278点、和雑誌３点、洋雑誌３点、楽譜

3,295点、合計3,943点の所蔵が報告されたが、その後、多数の資料が追贈されたため、現時点で

所蔵総数が未確認となっている。

７ 録音資料は、既に整理が終了し、音楽研究センターHPで公開されている。

８ 文庫資料（洋書）のデータベースは、以下の役割分担のもと、作成されている。統括：関根和江；

入力：甲斐万里子、上山典子、中津川有抄、東浦亜紀子、山中和佳子、和田由布子；プログラミ

ング：富田信治。また、富田信治氏からは、本一覧作成にあたり、多大な助力を得ることができ

た。ここに記して、感謝申しあげる。

９ 以下の引用は、特に記載のないかぎり、園田の自伝である『ピアニストその人生』、東京、春秋

社、2005年による。

10 ５月11日、尾高尚忠指揮、ピアノ協奏曲第１番。

11 ２月６日、「現代アメリカ音楽の夕べ」、高田信一指揮、日本交響楽団、協奏曲ヘ調。

12 ５月26日、「現代音楽の夕べ」、山田和男指揮、日本交響楽団、ピアノ協奏曲変ニ長調。

13 2004年９月、第167回定期、藤岡幸夫指揮。

14 ベートーヴェン研究書の所蔵数は、洋書だけでなく和書も24点と突出している。

15 ピアニストの伝記や著書は、「ピアノ（演奏）」に分類した。

16 園田は、1984年、ルービンシュタイン国際ピアノコンクールの審査員に任命されたのを皮切り

に、以後、毎年のように世界各地のピアノコンクール審査員を歴任した。

17 25頁。

18 24頁。きっかけは、豊山中学時代、国文学の江川源弥氏との出会いであった。

19 STC113/E66

20 STC113/F529

― ―83

園田高弘文庫



21 STC113/G455

22 STC113/N485

23 STC113/R896

24 STC113/S934

25 STC113/S822

26 STC113/S998

27 STC113/C334

28 STC113/P582

29 STC113/A618

30 STC113/B531

31 STC113/F992/1,2,3

32 STC113/K18

33 STC113/M549

34 STC113/S326

35 STC113/W231

36 洋書３、和書７の計10点所蔵。

37 洋書１、和書２の計３点所蔵。

38 和書２点所蔵。

39 65頁。

40 ピアノと管弦楽のための交響的協奏曲ロ短調>1987年11月24日、サントリーホール、ホルスト・

シュタイン指揮、NHK交響楽団。

41 ４月、ピアノ協奏曲第４番。

42 10月、RAI（イタリア放送協会）交響楽団と、ブラームスの協奏曲第２番を演奏。この時のリハー

サルを園田は、「身の毛のよだつ体験」と評した。以後、共演が続く。

43 86～87頁。

44 89頁。

45 45頁。

46 １月20日、女子学院講堂。

47 園田高弘pf、岩淵龍太郎vn、大橋幸夫cl、堀江泰vc。

48 園田は、若いころ、パリでメシアンのオルガン即興演奏を聴いている。数十年後の1985年、国際

バッハ・コンクールの審査員として二人が同席した折り、52年の演奏会での前奏曲集が話題に

上ったことは言うまでもない。また、園田は、2001年、オリヴィエ・メシアン・コンクールの審

査員を務めている。

49 メシアン、オリヴィエ、クロード・サミュエル『オリヴィエ・メシアンその音楽的宇宙――クロー
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ド・サミュエルとの新たな対話』音楽之友社、1993年。

50 44頁。

51 コンクールについては、他に、ピアノに分類した21点がある。

52 東京文化会館小ホール。７夜連続で行われた。

第１夜 ４月22日 op.2-1 op.26 op.31-3 op.110

第２夜 ４月24日 op.10-3 op.31-2 op.79 op.90 op.101

第３夜 ４月26日 op.2-3 op.14-2 op.28 op.49-1,2 op.53

第４夜 ５月11日 op.2-2 op.14-1 op.31-1 op.54 op.57

第５夜 ５月13日 op.10-1 op.13 op.27-2 op.78 op.109

第６夜 ５月15日 op.10-2 op.22 op.106

第７夜 ５月18日 op.7 op.27-1 op.81a op.111

53 ピアノ協奏曲第１番、２番、３番。ドレスデン・シュターツ・カペレ、ブロムシュテット指揮

54 尚美学園バリオホール。４夜にわたり行われた。

第１夜 ５月29日 パルティータ全曲

第２夜 ７月４日 平均律クラヴィーア曲集第１巻

第３夜 11月20日 半音階的幻想曲とフーガ

幻想曲とフーガBWV904,944

トッカータBWV911,912,914

第４夜 12月10日 ゴールドベルク変奏曲

55 東京オペラシティコンサートホール。パルティータ全曲演奏。
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SONODA Takahiro Collection

 

SEKINE Kazue

 

SONODA Takahiro (1928-2004) continued to lead as a pianist also as an educator a
 

Japanese musical world after World WarⅡ. His old possessions are now waiting quietly the
 

day to reach the public at the Music Collection Room in Music Research Center, Tokyo
 

University of the Arts.

These possessions had been distributed at Baden-Baden in Germany and Tokyo in Japan.

In October 2008 the donation started. First,925 music scores,273 foreign books,420 LP
 

recordings,a total of 1,618 materials was transported by sea from Germany.

In February 2010,364 Japanese books,5 foreign books,6 magazines,2,370 music scores,a
 

total of 2,745 materials in Japan was donated.

In June 2013,57 foreign books,manuscripts,music scores,sound materials including those
 

that are not commercialized,documents,letters,drafts were donated. The total number of this
 

collection is now more than five thousand.

From April 2009,immediately after the donation,material arrangement has been initiated.

For making database,it was able to receive the assistance of external funds three years.

For Japanese books, I introduced the holdings in March 2012 in my article“A list of
 

Japanese books in SONODA Takahiro Collection”in Research on Takahiro SONODA edited
 

by YAMASHITA Kaoruko,Faculty of Music,Tokyo University of the Arts,2012.

In this paper, the details of SONODA Takahiro Collection, for 335 foreign books are
 

particularly evident.
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